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■
情
報
漏
洩
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
を

利
用
し
て
、
情
報
漏
洩
に
つ
い
て
は
万
全
の
対
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

　

情
報
発
信
に
よ
る
他
者
や
社
会
へ
の
影
響
に
つ
い
て

考
え
る
学
習
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
、
情
報
に

は
、
自
他
の
権
利
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
学
習
、
情
報

に
は
誤
っ
た
も
の
や
危
険
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
考
え

る
学
習
等
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
発
達

段
階
に
応
じ
て
、
情
報
を
適
切
に
処
理
で
き
る
力
を
育

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

■
子
ど
も
た
ち
が
端
末
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
に
授
業
や
学
習
の
あ
り
方
は
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す

か
？

　

来
年
度
４
月
か
ら
は
、
各
学
校
に
お
い
て
、
一
人
一

台
端
末
を
活
用
し
た
授
業
や
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
教
員
が
黒
板
等
を
用
い
て
進
め
る
こ
と
が

多
か
っ
た
一
斉
授
業
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
を

効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
可
視
化
や
共
有
化

が
図
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
一
層
「
わ
か

る
」「
楽
し
い
」
授
業
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
教

員
が
一
人
で
授
業
中
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
リ
ア
ル

に
把
握
し
て
い
ま
し
た
が
、
端
末
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
反
応
を
踏
ま
え
た
き
め
細

か
な
指
導
等
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
授
業
形
態
で
は
、
な
か
な
か
自
分
の
思
い
や
考
え
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
自
分
の
思

い
や
考
え
を
様
々
な
方
法
で
表
現
し
、
教
員
や
友
だ
ち

と
つ
な
が
り
な
が
ら
授
業
に
参
加
で
き
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

■
津
市
が
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る「
津
市e-Lear

ning

ポ
ー
タ
ル
」
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　

児
童
生
徒
が
家
庭
等
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
習
で
き

る
よ
う
に
、
三
重
大
学
教
育
学
部
と
連
携
し
て
開
設
し

た
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
で
す
。
本
サ
イ
ト
に
は
、
津
市

教
育
委
員
会
コ
ー
ス
と
各
小
・
中
学
校
等
コ
ー
ス
の
２

つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
児
童
生
徒
は
、
一
人
一
人
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

津
市
教
育
委
員
会
コ
ー
ス
に
は
、
標
準
的
な
学
習
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
で
作
成
し
た
本
市

で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
内
容
に
沿
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
や
動
画
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
。
外
部
の
機
関
が

作
成
し
て
い
る
有
効
で
専
門
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
も
活
用

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
未
曾
有

の
事
態
は
、
２
ヶ
月
に
及
ぶ
臨
時
休
業
な
ど
今
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
も
な
く
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
教

育
環
境
は
大
き
く
変
化
を
し
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
よ
く
聞
か
れ
る
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」、「
学
校
で
の
新
し
い
生
活
様
式
」、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」、「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
」
の
４

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、
森
教
育
長
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

■
津
市
で
は
今
年
度
中
に
、
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校

の
児
童
生
徒
に
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
準
備

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

よ
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

   「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、
情
報
活
用
能
力
を
、
言
語
能
力
、

問
題
発
見
・
解
決
能
力
等
と
同
様
に
「
学
習
の
基
盤
と

な
る
資
質
・
能
力
」
と
位
置
づ
け
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
に
応
じ
た
学
習
を
実
現
さ
せ
、
新
た
な
時
代
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
臨
時
休
業
が
長
期
化
し
教
育
課
程

の
実
施
に
支
障
が
生
じ
る
事
態
と
な
り
、
国
は
、
令
和

２
年
度
中
に
全
学
年
の
児
童
生
徒
に
一
人
一
台
の
端
末

を
確
保
す
る
た
め
の
支
援
を
加
速
さ
せ
ま
し
た
。
小
学

校
に
１
３
，９
０
２
台
、
中
学
校
に
６
，５
５
６
台
、
そ

し
て
指
導
者
用
端
末
と
し
て
計
７
９
６
台
を
整
備
す
る

た
め
の
費
用
を
６
月
の
市
議
会
で
承
認
い
た
だ
き
、
一

人
一
台
端
末
の
導
入
を
前
倒
し
で
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

■
一
人
一
台
の
端
末
を
整
備
に
あ
た
っ
て
、
何
か
保
護

者
に
経
済
的
な
負
担
は
あ
る
の
で
す
か
？

　

実
現
に
向
け
、
児
童
生
徒
一
人
一
台
端
末
の
整
備
を

進
め
る
た
め
の
費
用
を
６
月
の
市
議
会
で
承
認
い
た
だ

き
、
導
入
す
る
端
末
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
に
お

い
て
示
さ
れ
た
補
助
対
象
の
基
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
協

働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
等
の
必
要

な
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。今
回
の
端
末
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
保
護
者
の
方
に
経
済
的
な
負
担
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

いま、気になる4つの取り組みをＰＴＡ連合会が聞きました !!

GIGAスクール構想について

学校での新しい生活様式について

コミュニティ・スクールについて

新しい学習指導要領についてについて

コロナ禍で進められている各単位ＰＴＡによる

新型コロナ感染症対策・熱中症対策の活動報告をご紹介

津市教育委員会との対談（左より）

津市ＰＴＡ連合会より
　木原　剛弘（会長）
　本橋　良介（副会長・広報担当）
　野田　昌志（副会長・総括）

津市教育委員会より
　伊藤　雅子（教育研究支援担当参事）
　米山　浩之（生涯学習課長）
　森　　昌彦（教育長）
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コロナ禍で進められている各単位ＰＴＡによる
新型コロナ感染症対策・熱中症対策についての活動報告をご紹介

南郊中学校PTA

①マスク1000枚プロジェクト
②高性能エアコン除菌フィルター取付け　③マウスシールドの配布

①が最も時間がかかりました。特に計画・始動の３～４月の時期はマス
ク資材が品切れ寸前でした。次年度の組織や事業を総会が開催出来ない
段階で事業をどう進めていくかなど、コロナ第１波の混乱のなか非常に
苦労しました。そんな中、本部役員以外の会員さんもマスク作りに共感
し参加していただき、ＰＴＡ活動の素晴らしさを改めて感じることが出
来ました。マスク配布先なども学校だけに留まらず、日頃から連携して
いる校区の外部団体さんに恩返し出来ればと考えました。
②のエアコン除菌フィルターは、個々のマスクだけでは木を見て森を見
ていない事に気付き、学校内のエアコン全てに除菌フィルターを購入し、
本部役員を中心に取付けを行いました。こちらの活動にも役員ではない
会員さんまでお手伝いいただきました。
③のマスクシールドは学校側からの提案もあり、ＰＴＡの子ども応援費の
予算から購入いたしました。合唱コンクールやその練習、音楽の授業な
どマスクを外す場面に使用予定です。

安濃小学校PTA
　クールタオルを7月14日に全
校児童に配布しました。目的は
登下校時の熱中症対策の選択肢
を増やすことです。

藤水小学校PTA

体育館に冷水器を設置しました。

育生小学校PTA
　修成小と同様、冷却タオルを全児童に２本ずつ配布しました。

家城小学校PTA
　ＰＴＡにてクールヘッドの購
入をしてもらいました。ヘルメッ
トの下に、行きは事前に濡らし
て、冷やしておいた状態でかぶ
り、帰りは水で濡らして、また
ヘルメットの下にいれて帰って
きます。コロナ禍における熱中
症対策として、助かってます。

修成小学校PTA
　冷却タオルを全児童に２本ずつ配布しました。ＰＴＡからの贈
呈品という事で、贈呈式を行い、伊勢新聞にも取り上げていただ
きました。（7/21伊勢新聞掲載）

橋北中学校PTA
　６月から本部役員会を再開し、新型コロナウイルス感染症対
策のため、例年のような活動ではなく「今だからできるＰＴＡ
活動」として、子どもたちの学校生活を支援する活動に限定す
ることに決まりました。活動は、２学期からスタートします。
　活動内容は、新型コロナウイルス感染症対策として学校内の
消毒作業を含めた美化活動と、先生方の日々の消毒作業により
例年通り行えていない下校時の交通安全指導をサポートする活
動を行います。

マスク作成除菌フィルターの取付

除菌フィルター

一身田中学校PTA
　「サポーター一中（地域の企業やゆかり
のある有志の方々）」とＰＴＡとで、地元
企業の臼井織布株式会社にご協力いただ
いて、伊勢木綿のマスクを生徒関係者に
配布することになりました。

伊勢木綿のマスクです

橋南中学校PTA
①保健室に加湿器機能付き空気
清浄機を設置しました。
②子供たちの昇降口にミスト発
生器を取り付けました。
③体育祭や屋外イベントに使用
できるタープを購入しました。

ミスト発生器空気清浄機

今後の事業内容

交流会 11月29日（日）午後 安濃中公民館

安濃中公民館

安濃中公民館

一志体育館

村主小学校

幼稚園部員

交流会 11月29日（日）午前 小学校部会員

交流会

幼稚園部

小学校部会

中学校部会 11月29日（日）午後

11月８日（日）
午前の部・午後の部／二部制

11月14日（土）
18：00～20：00

中学校部会員

小学３年生～
６年生とその保護者

開催内容 開催日 開催会場 対　象

子ども未来交流委員会
親子ふれあいフェスタ
親子交通安全教室

子ども未来交流委員会
親子ふれあいフェスタ
親子で星を見る会

下記は令和2年度の単位PTA会員参加型の主な事業内容です。開催内容・開催日未定の事業につきましては後日各単位PTA宛に配布する資料を
ご確認の上、参加の方をお願い致します。事業についてご不明な点がある場合は事務局までご連絡をお願い致します。

今年度の事業については新型コロナウイルス感染状況に応じて、
内容変更・中止の場合もあります。
津Ｐ連ホームページにて詳細が決まり次第、随時更新していきます。

参加人数に制限があるため
抽選あり

小学１年生～
６年生とその保護者

参加人数に制限があるため
抽選あり

文化研修部より
　■令和2年度出前講座につきましては随時募集をしております。
　　詳しくは津Ｐ連事務局までお問い合わせください。
　■津Ｐ連研修会につきましては、現在、新型コロナウイルス感染状況により調整中です。
　　開催の可否につきましては、決まり次第お知らせ致します。
幼稚園部・中学校部会より体育大会のお知らせ
　今年度は１月頃開催予定をしております。
　今年度の参加につきましては、参加希望校のみの開催となります。
　参加希望校につきましては、内容が決まり次第、大会要項をお渡し致します。

　南郊中ＰＴＡの2020年本部事業のテーマを「『子どもと地域のために』～今できること～」とし、３月末から４ヶ月かけて事業を行ってきま
した。主な活動の取り組みは以下の３つです。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
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で
き
、
児
童
生
徒
が
家
庭
等
で
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
使

い
な
が
ら
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
系
統
立
て
て

配
列
し
て
い
ま
す
。

　

各
小
・
中
学
校
等
コ
ー
ス
に
は
、
各
校
の
教
員
が
作

成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
動
画
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
が
家
庭

等
で
課
題
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
よ
う
、
常
に
改
善

や
工
夫
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り

臨
時
休
業
と
な
っ
た
際
に
も
、
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ
等

を
活
用
し
、
予
習
や
復
習
だ
け
で
な
く
、
興
味
や
関
心

が
あ
る
内
容
の
学
習
を
、
教
師
や
友
だ
ち
と
つ
な
が
り

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

■
臨
時
休
業
と
な
っ
た
と
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
が

で
き
れ
ば
と
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
再
び
登
校
が
難
し

く
な
っ
た
と
き
に
、
こ
の
一
人
一
台
端
末
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
が
可
能
な
の
で
す
か
？

　

今
後
、
臨
時
休
業
と
な
っ
た
際
に
も
、「
津
市e-Lea

rning

ポ
ー
タ
ル
」
に
お
い
て
、
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ
等

を
活
用
し
、
予
習
や
復
習
だ
け
で
な
く
、
興
味
や
関
心

が
あ
る
内
容
の
学
習
を
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
等
を
使
っ
て

教
師
や
友
だ
ち
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
ズ
ー
ム
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
等
に
つ
い
て
も
、
各
学
校
に
お
い

て
活
用
方
法
等
を
研
修
し
て
お
り
、
顔
が
見
え
る
双
方

向
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
も
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
各
家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
よ
う
と
し
た

場
合
、Ｗ
ｅ
ｂ
環
境
等
が
な
い
ご
家
庭
に
つ
い
て
は
な
に

か
対
策
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ｗ
ｅ
ｂ
環
境
が
な
い
家
庭
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
が
で
き
る
場
を
提
供
し
た
り
、
教
師
が
家
庭
訪
問
等

で
「
津
市e-Learning

ポ
ー
タ
ル
」
上
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
配
付
し
た

り
、
端
末
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
持
ち
帰
ら
せ

た
り
す
る
な
ど
の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
準
備
な
ど
先
生
方
の
負
担
が
増

え
、
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間
が
減
少
す
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
ま
す
。
先
生
の
増
員
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を

推
進
す
る
た
め
の
取
組
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
？

　

整
備
さ
れ
る
端
末
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
前
提
と
し
、
そ
の
た
め
教
員
の
パ
ソ
コ
ン
で
作
成

し
た
教
材
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
存
し
て
お
く
こ
と
に
よ

り
、
授
業
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

教
材
や
、
観
察
・
実
験
の
動
画
教
材
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

等
を
教
員
間
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
教
材
作
成
等
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。
全
教
員
が
端
末
を
効
果
的
に
活
用

し
て
指
導
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
企
業
等
講
師

や
指
導
主
事
に
よ
る
各
学
校
で
の
端
末
活
用
研
修
会
等

を
企
画
す
る
と
と
も
に
、
各
中
学
校
区
に
お
い
て
、
端

末
の
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制

を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
持
ち
帰
っ
て
、
家
庭
学
習
で
も

利
用
す
る
の
で
す
か
？

　

ま
ず
は
、
学
校
の
授
業
で
の
活
用
を
中
心
に
考
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
活
用
で
き
る

環
境
に
な
い
家
庭
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
家

庭
に
持
ち
帰
っ
て
活
用
す
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
授
業
と
家
庭
学
習
の
連
動
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
活
用
し
て
家

庭
学
習
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
園
や
学
校
で
の
生
活
も
大
き
く
変
化
を
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
津
市
内
で
の
「
学
校
で
の

新
し
い
生
活
様
式
」
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　

長
期
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

状
況
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
持
続
的
に
児
童

生
徒
等
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
て
い
く
た

め
、
学
校
に
お
け
る
感
染
及
び
そ
の
拡
大
の
リ
ス
ク
を

可
能
な
限
り
低
減
し
た
う
え
で
、
学
校
を
運
営
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
が
示
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
応
し
た
持
続
的
な
学
校
運
営
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
「
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜
『
学

校
の
新
し
い
生
活
様
式
』
〜
」
等
を
参
考
に
、
教
育
委

員
会
か
ら
各
学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
を
促
し
、
市

内
す
べ
て
の
学
校
が
共
通
理
解
の
も
と
、
感
染
拡
大
防

止
に
努
め
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
保
障
の
た
め

の
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
と
い
う
「
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
」「
多
数
が
集
ま
る

密
集
場
所
」「
間
近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場
面
」

と
い
う
３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
る
場
を
避
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
や
、「
マ
ス
ク
の
着
用
」
及
び
「
手
洗
い

な
ど
の
手
指
衛
生
」
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
対
策
を
継

続
す
る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
、
可
能
な

限
り
、
授
業
や
部
活
動
、
各
種
行
事
等
の
教
育
活
動
を

継
続
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
が
保
障
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

■
４
〜
５
月
に
か
け
て
の
臨
時
休
業
に
よ
り
、
夏
休
み

期
間
に
授
業
日
を
設
定
し
た
こ
と
で
、
臨
時
休
業
に
よ

る
授
業
の
遅
れ
は
カ
バ
ー
で
き
る
見
込
み
で
す
か
？

　

臨
時
休
業
に
伴
う
授
業
時
数
の
確
保
と
し
て
、
今
年

度
は
従
来
、
夏
季
休
業
日
で
あ
っ
た
７
月
21
日
か
ら
31

日
ま
で
、
及
び
８
月
17
日
か
ら
31
日
ま
で
の
期
間
を
授

業
日
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
季
休
業
中
に

大
規
模
改
造
及
び
改
修
工
事
を
行
う
学
校
に
つ
い
て

は
、
土
曜
授
業
を
行
っ
た
り
、
１
週
間
あ
た
り
の
授
業

時
数
を
増
や
し
た
り
す
る
な
ど
、
授
業
時
数
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　

臨
時
休
業
に
伴
う
学
力
保
障
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

に
お
い
て
指
導
時
数
の
調
整
を
行
っ
た
り
、
指
導
の
順

序
を
入
れ
替
え
た
り
す
る
こ
と
で
教
育
課
程
の
再
編
成

を
行
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
効
果
的
な

教
育
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
国
や
県
の
動
向
も
踏
ま
え

て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
新
し
い
生
活
様
式
で
３
密
を
避
け
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
の
実
現
が
望
ま
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ま
で
確
か
な
学
力
の
向
上
を
目
的
に
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

応
し
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
や
「
３
密
」
解
消
対
策
と
し
て
の
少
人
数
指
導
体
制

の
整
備
に
取
り
組
む
必
要
性
が
非
常
に
高
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の
学
級
編
成
を
30

人
程
度
と
す
る
こ
と
や
、
小
１
．
２
年
生
に
実
施
し
て

い
る
少
人
数
学
級
の
対
象
学
年
の
拡
大
等
に
つ
い
て
、

国
・
県
に
お
願
い
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
部
活
動
な
ど
、
成
果
を
発
表
す
る
機
会
が
無
く
な
り

子
ど
も
た
ち
の
喪
失
感
は
大
変
大
き
な
も
の
で
あ
る
と

想
像
し
ま
す
が
。

　

体
育
的
行
事
を
、実
施
す
る
場
合
は
９
月
以
降
と
し
、

各
学
校
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
状
況
と
授
業
時
数
の
確
保
を
踏
ま
え
た
上
で
、
規

模
を
縮
小
し
た
り
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
な
実
施
種
目

の
配
慮
を
し
た
り
す
る
な
ど
工
夫
し
て
実
施
す
る
計
画

を
立
て
ま
す
。

　

文
化
的
行
事
に
つ
い
て
も
、体
育
的
行
事
と
同
様
に
、

各
学
校
に
お
い
て
、
実
施
に
向
け
て
様
々
な
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
そ
の
目
的
、
意
義
を
大
切
に
し
、

児
童
生
徒
の
意
欲
を
高
め
る
よ
う
な
行
事
と
な
る
よ

う
、
開
催
す
る
場
所
や
時
間
、
開
催
方
法
等
を
検
討
し

て
い
ま
す
が
、
合
唱
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
感
染

拡
大
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
む
こ
と
が

難
し
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
で
き
る
の
か
検
討

中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
自
分
の
将

来
の
生
き
方
や
進
路
を
模
索
し
始
め
る
中
学
生
に
と
っ

て
、
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
は
重
要
な
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
職
場
体
験
学
習
に
代
わ
っ
て
講
師
の
方

か
ら
職
業
講
話
等
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
中
学

校
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
計
画
の
見
直
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
が
少
し
で
も
発
揮
で
き
る

場
、
大
切
な
思
い
出
の
一
つ
と
な
る
よ
う
、
感
染
症
対

策
に
万
全
を
期
し
な
が
ら
津
市
中
体
連
夏
季
総
合
体
育

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。３
年
生
の
生
徒
た
ち
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
の
喜
び
や
感
謝
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

■
新
し
い
生
活
様
式
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
も
不
安

や
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。

　

不
安
を
抱
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
少
な
く
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
学
校
に
お
い
て
日
常

の
丁
寧
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
観
察
を
は
じ
め
、
教
育
相

談
や
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
、
日
記
等
、
様
々
な
視
点
か

ら
悩
み
等
を
早
期
に
把
握
し
、
対
応
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
促
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響

が
及
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
友
だ
ち
と

の
人
間
関
係
上
の
問
題
の
報
告
も
学
校
か
ら
受
け
て
お

り
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
心
理
や
福
祉
の
専
門
家
及
び
関

係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
事
例
検
討
会
や
ケ
ー
ス
会

議
等
を
通
じ
て
、
適
切
な
支
援
や
指
導
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
修
学
旅
行
に
つ
い
て
心
配
す
る
声
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
が
、
市
内
の
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
は
ど
の
よ
う

な
対
応
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　

す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
、
２
学
期
に
延
期
し
準
備

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
て
い
く
中
、
調
整
し
な
が
ら
、
安
全
に
旅

行
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
と
教
育
委
員
会
が
、
日
々
連
絡
を
取

り
合
い
協
議
し
な
が
ら
、
行
き
先
、
時
期
、
宿
泊
地
な

ど
の
調
整
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
最
も
強
い
印
象
と
し
て
残
り
得
る
極
め
て
価

値
の
あ
る
教
育
活
動
で
す
。
各
学
校
の
状
況
に
あ
わ
せ

て
、可
能
な
限
り
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
で
の
発
表
会
・
体
験
学
習
の
機
会
な
ど
、
例
年

で
あ
れ
ば
実
施
で
き
た
貴
重
な
体
験
が
今
年
度
は
自
粛

と
な
っ
て
お
り
、
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す

が
心
配
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
な
か
で
た
く
ま
し
く「
生

き
る
力
」を
育
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

津
市
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
「
特
色
あ
る

学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
や
「
小
中
一
貫
教
育
推
進

事
業
」
と
い
っ
た
市
の
事
業
を
展
開
し
、
各
学
校
や
各

中
学
校
区
の
特
色
を
生
か
し
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

取
組
と
し
て
は
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
、
地
域

の
方
の
ご
指
導
の
も
と
、米
や
野
菜
作
り
を
す
る
学
習
、

図
書
館
の
整
備
や
読
み
聞
か
せ
を
す
る
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
の
支
援
に
よ
る
学
習
等
、
地
域
の
力
に
よ

る
教
育
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

も
心
の
成
長
や
郷
土
を
大
切
に
す
る
心
を
育
ん
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
、
感
染
拡
大
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
規
模

を
縮
小
し
て
実
施
し
た
り
、
で
き
る
も
の
か
ら
再
開
し

た
り
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
取
組

を
各
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。

■「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
を
最
近

聞
き
ま
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
こ
と
か
教
え
て
下
さ
い
。

　

学
校
運
営
協
議
会
を
導
入
し
た
学
校
の
こ
と
で
す
。

学
校
運
営
協
議
会
は
、
校
長
が
作
成
す
る
「
学
校
運
営

の
基
本
方
針
の
承
認
」
を
通
じ
て
、
育
て
た
い
子
ど
も

像
や
目
指
す
学
校
像
等
に
関
す
る
学
校
運
営
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
ま
す
。
校
長
は
、
承
認
さ
れ
た
学
校
運
営

の
基
本
方
針
に
沿
い
、
そ
の
権
限
と
責
任
に
お
い
て
具

体
的
な
学
校
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
学
校
運
営
協

議
会
は
学
校
運
営
の
最
終
責
任
者
で
あ
る
校
長
を
支

え
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
現
在
の
津
市
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

設
置
状
況
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

平
成
17
年
に
、
南
が
丘
小
学
校
が
全
国
で
も
い
ち
早

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、
先
進
的

に
取
組
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
朝
陽
中
学

校
、
南
が
丘
中
学
校
が
導
入
し
、
今
年
度
新
た
に
小
学

校
８
校
で
導
入
さ
れ
、
現
在
、
計
11
校
が
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
、

全
て
の
学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
す
べ
て

の
学
校
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

■「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
中
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
？

　

保
護
者
や
地
域
の
方
が
代
表
と
し
て
学
校
運
営
協
議

会
の
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
で
情
報
及
び
課
題
・
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
を

確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
、「
何
を
目
指
す
の
か
」、「
何

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
か
」
等
に
つ
い
て
協
議
す

る
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
適
切
な
役
割
分
担
が

な
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
等
の
よ
り
一
層
の
充
実
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
校
長
が
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
学
校
運
営
協
議
会

に
対
し
て
説
明
し
承
認
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域

全
体
で
学
校
運
営
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

　

輝
く
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
創
造
に
向
け
て
、
学
校

と
家
庭
・
地
域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
、
協
働
に

よ
る
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
学
校
運
営
に
地
域
の
声
を

積
極
的
に
生
か
す
こ
と
で
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
に

な
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
な
に
が
変
わ
る
の

で
す
か
？

　

今
回
の
改
訂
で
は
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を

重
視
す
る
こ
と
、
知
識
理
解
の
質
を
さ
ら
に
高
め
確
か

な
学
力
を
育
成
す
る
こ
と
、
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体

を
育
成
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

子
ど
も
が
「
何
を
知
っ
て
い
る
か
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
う
観
点
で
、
育

て
る
べ
き
資
質
・
能
力
を
３
つ
の
柱
で
整
理
し
て
い
ま

す
。
そ
の
３
つ
の
柱
と
は
、①
実
際
の
社
会
や
生
活
で
生

き
て
働
く
知
識
・
技
能
が
習
得
さ
れ
る
こ
と
、②
未
知
の

状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

を
育
成
す
る
こ
と
、③
学
ん
だ
こ
と
を
人
生
や
社
会
に
生

か
そ
う
と
す
る
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
を
涵
養

す
る
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実

現
し
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
に
は
、「
何
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
」、そ
の
た
め
に「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

と
い
う
こ
と
を
大
切
に
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
例
え
ば
、
見
通
し
を
も
っ
て
、
粘
り
強
く
取
り
組

む
力
が
身
に
つ
く
授
業
、
自
分
の
学
び
を
振
り
返
り
、

次
の
学
び
や
生
活
に
生
か
す
力
を
育
む
授
業
、
周
り
の

人
た
ち
と
共
に
考
え
、
学
び
、
新
し
い
発
見
や
豊
か
な

発
想
が
生
ま
れ
る
授
業
等
、
各
教
科
等
を
通
じ
て
得
た

力
が
将
来
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
、
児
童
生
徒
の
一
つ

一
つ
の
学
び
を
大
切
に
し
た
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

■
今
年
は
授
業
参
観
の
実
施
が
難
し
く
、
学
校
で
の
様

子
を
直
接
見
る
機
会
が
少
な
い
で
す
。
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
し
て
も
、
出
来
る
限
り
学
校
で
の
様
子
や
取
り
組
み

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
形
で
、
教
育
委
員
会
の
考
え
や
学

校
の
取
組
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
の
方
の
理

解
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
何
か
と
大
変
な
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
一

丸
と
な
っ
て
、
こ
の
大
変
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

今
回
、
森
教
育
長
の
お
話
を
伺
い
、
津
市
の
教
育
行

政
が
課
題
を
見
据
え
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
は
日
々
変

化
を
し
て
い
ま
す
。
津
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
し
て
も
、

い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
み
な
さ

ん
と
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

津市PTA連合会 会長　木原　剛弘 津市教育委員会 教育長　森　　昌彦

学
校
で
の
新
し
い
生
活
様
式

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

新
し
い
学
習
指
導
要
領


